
免責事項

お問合せについて

保証について

著作権について

電子データの内容について
■

以上

小橋工業株式会社

小橋工業(株)のホームページ(以下、弊社サイト)においては、カタログ･取扱説明書･

パーツリスト等の電子データの閲覧、ダウンロードのサービス(以下、本サービス)を

ご提供しております。

本サービスをご利用の際には、以下の注意事項をご確認ください。

電子データの取扱いについて

本サービスにおいては、弊社製品のカタログ、取扱説明書、パーツリスト等、製品に関する全ての印刷物を網羅
するものではありません。

■カタログ､取扱説明書､パーツリストの内容は､製品の仕様変更などにより､予告なく変更される場合があります。
その為､弊社サイト内に掲載される電子データの内容は､販売店等で配布､掲示されるカタログ、製品購入時に
同梱する取扱説明書､印刷物として存在しているパーツリストの内容とは異なる場合がございます。

表記内容は､発行当時の情報であり､弊社純正部品の名称､小売単価､各営業所の名称､所在地などの情報が
現在と異なる場合があります。
また､製品安全上の取り扱い､環境対応につきましては､製品販売時の法令､規制に適合するものであり､製品

販売後の法令､規制の変更内容を反映していない場合があります。予めご了承ください。

本サービス内の電子データにつきましては､弊社（小橋工業株式会社）が著作権その他知的財産権を保有します。
無断で他のウェブサイトや印刷媒体に転載することや複製､翻訳等はできません。
但し､お手持ちの製品ご使用の為､１部に限り印刷することができます。

弊社の製品保証､安全性の保証は製品付属の書面に基づく保証に限られており､弊社サイト内の電子データに基
づく保証は提供いたしません。

ご使用の製品の取り扱い及び､使用上の安全等に関するお問合せは､ご購入店にご相談頂きますよう､お願いい
たします。

弊社サイトのご利用に起因するソフトウェア､ハードウェア上の事故その他の損害等につきましても､一切の責任を
負いません。
弊社サイトのご利用に際して生じたお客さまと第三者との間のトラブルにつきましては､一切責任を負いません。
弊社サイトのサービスは予告なく中止､または内容や条件を変更する場合がございます。



特に、「安全について」（→ p.5）は、必ずお読みいただき、 
安全にお使いください。

お読みになった後も、必ず作業機の近くに保管し、 
いつでも読むことができるようにしてください。
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はじめに

貸出時および譲渡時の注意
● 	 アプリ対応の作業機を譲渡または貸与する場

合は、この取扱説明書を十分理解してから作
業するように指導してください。また、この
取扱説明書を作業機に添付してお渡しくださ
い。

● 	 このアプリは国内での使用を前提としていま
す。したがって、海外諸国の規格への適応は
保証できません。また、海外諸国では使用言
語が違うため、国外への持ち出し・転売はし
ないでください。

使用目的・使用範囲
このアプリは、アプリ対応の作業機における代かき
の作業状況を可視化するものです。 
アプリの改造は、決してしないでください。 
改造による不具合から生じた損害については、保証
の対象になりません。

取扱上の注意
● 	 当社は、以下のことを守らないで生じた損害

または傷害に対しては一切責任を負うことが
できませんので厳守してください。 

・取扱説明書記載の指示事項を守ってください。 
・アプリを改造しないでください。 
・アプリ利用時の操作は、通常必要とされる 
   注意をして作業してください。

● 	 危険性に関する警告は、この取扱説明書に記
載してあります。

● 	 この取扱説明書には、知り得る限りの危険性
を記載しています。この取扱説明書に記載し
た警告や指示を守ってください。 
また、これら以外にも事故防止対策に関して、
十分な配慮が必要です。

● 	 この取扱説明書は、日本語を母国語とする人
を対象に作成されています。日本語を母国語
としない人がこの作業機を取扱う場合は、必
ずお使いになる方に安全指導を行ってくださ
い。

この取扱説明書は、KOBASHI サイバーハロー（以降、作業機と記す）に対応したスマートフォンアプリ 
KOBASHI Navi（以降、アプリと記す）について記載しています。 
アプリで作業機を操作する前にこの取扱説明書をよく読み、正しい取扱方法を理解してください。
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取扱説明書について
● 	 この取扱説明書は、アプリの操作方法を説明

するものです。

● 	 この取扱説明書の内容は作業機やアプリの改
良のため、予告なく変更する場合があります。 
最新の情報については、当社 Web サイトか
らもご確認頂けます。 
　当社ホームページアドレス 
　https://www.kobashiindustries.com/

● 	 このアプリとこの取扱説明書の図とは異なる
ことがあります。 
また、アプリ内容の説明を容易にするため、
図の一部を省略していることがあります。あ
らかじめご了承ください。

● 	 スマートフォンの設定方法を記載した箇所に
ついて、スマートフォンの機種や OS バージョ
ンによっては、表示される画面や設定方法が
異なる場合があります。あらかじめご了承く
ださい。

● 	 この取扱説明書は著作権を当社が有します。
当社の事前の文書による同意なしに、この取
扱説明書の全体もしくは部分的にも複写、翻
訳しないでください。また、読み取り可能な、
どのような電子装置や機械にも転写しないで
ください。

● 	 この取扱説明書を紛失または損傷された場合
は、速やかにお買い求めの販売店にご注文く
ださい。

● 	 この取扱説明書に記載されている会社名およ
び製品名は、各社の商標または登録商標です。

● 	 さらに詳しい情報が必要となる場合や、ご質
問などがある場合、または内容につき不明な
点がありましたらお買い求めの販売店へお問
い合わせください。

リモコンについて
この取扱説明書で記載している「リモコン」とは、
作業機に付属している「カルコン」を指しています。

アプリ内では「リモコン」と表記しているため、こ
の取扱説明書では「リモコン」としています。

作業機の『取扱説明書』で確認する場合は、「カル
コン」の項目を参照してください。

商標と登録商標
この取扱説明書に記載されている会社名、製品名、
サービス名は、それぞれ各社の商標または登録商標
です。 
本文中に記載の名称は、商標表示を省略して記載し
ています。

商標 商標権者について

Bluetooth®
Bluetooth は、Bluetooth SIG, Inc.

（Bluetooth Special Interest Group, 
Inc.）の登録商標です。

Google Play™
Google Play は、Google LLC の商
標です。

Android™
Android は、Google LLC の商標
です。

Apple®
Apple は、Apple Inc. の登録商標
です。

iPhone®
iPhone は、Apple Inc. の登録商標
です。

iOS

米国およびその他の国で Cisco 
Systems, Inc. の商標または登録商
標としてライセンスに基づき使用
します。

QR コード

QR コードは、株式会社デン
ソーウェーブ（DENSO WAVE 
INCORPORATED）が保有する日本
国内外の登録商標です。

必
ず
読
む

は
じ
め
に
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ここに示した注意事項は、作業機を安全に正しく使用していただき、使用者や他の方々への危害や財産への損
害を未然に防止するためのものです。必ずお守りください。

警告表示について
警告レベルの定義

誤った取扱いをすると、生じることが想定される内
容を、危害や損害の大きさと切迫の程度を明示する
ために、「危険」、「警告」、「注意」に区分して記載
しています。

危険
誤った取扱いをしたときは、死亡、
後遺症などの大きな被害の可能性
が高いことを意味します。

警告
誤った取扱いをしたときは、死亡、
後遺症などの大きな被害を負う恐
れがあることを意味します。

注意
誤った取扱いをしたときは、軽
度の傷害が発生する可能性があ
ることを意味します。

その他の表示
上記以外の表示は、次のとおりです。

取扱上の注意
誤った取扱いをしたときは、作
業機およびアプリが故障する可
能性があることを意味します。

お知らせ

作業機およびアプリ本来の能力
が発揮できないこと、あるいは、
特に知っておいていただきたい
ことを意味します。

絵表示
危険に対する注意・表示は次の 3 種類の記号を使っ
て表しています。

禁止（してはいけないこと）を示します。

強制（しなくてはいけないこと）を示し
ます。

注意を示します。

安全について

安全に作業するために
全般

警告

禁止

作業機の各部開閉操作中は、ス
マートフォンの画面を注視しな
いでください。
＊	周囲の確認不足により、事故・

大ケガに繋がる恐れがありま
す。

注意

禁止

作業中はスマートフォンの画面
を注視しないでください。
＊	事故・ケガに繋がる恐れがあり

ます。

必ず実行

作業中はアプリの表示内容に関
わらず、周囲の安全をよく確認
して作業をしてください。
＊	事故・ケガに繋がる恐れがあり

ます。

必ず実行

スマートフォンを操作するとき
は、必ずトラクタを停止させた
状態で行ってください
＊	事故・ケガに繋がる恐れがあり

ます。

取扱上の注意
•	 アプリの改造をしないでください。 

作業機、スマートフォン、アプリの故障に繋が
る恐れがあります。

必
ず
読
む

詳
細
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一般走行

警告

禁止

トラクタで公道を走行する場合
は、スマートフォンの画面を見
ないでください。
法令で禁止されています。
＊	周囲の確認不足により、事故・

大ケガに繋がる恐れがありま
す。

禁止

トラクタで公道を走行する場合
は、ホルダーなどを利用してス
マートフォンをフロントガラス
に設置しないでください。
法令で禁止されています。
＊	周囲の確認不足により、事故・

大ケガに繋がる恐れがありま
す。

禁止

トラクタで公道を走行する場合
は、アプリの操作をしないでく
ださい。
法令で禁止されています。
＊	周囲の確認不足により、事故・

大ケガに繋がる恐れがありま
す。
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アプリの準備

注意事項
作業情報の取扱い

アプリのインストールによって作業機を通して得ら
れた情報は、弊社のサービス提供および改良・開発
に利用することに承諾したものとみなします。

アプリの取扱い
● 	 アプリの複製、譲渡、貸与を禁止します。

● 	 アプリの使用中は、他のアプリを起動させな
いでください。 
アプリの挙動が不安定になる恐れがありま
す。

● 	 スマートフォンのストレージ容量を 1 GB 以
上空けた状態で使用してください。 
OS が不安定となり、アプリが正常に動作し
ない恐れがあります。

● 	 このアプリはデータ通信を行います。発生す
るデータ通信料は、お客様の負担となります
ので、あらかじめご了承ください。

● 	 このアプリは無線で作業機と接続します。電
波塔など、周囲に強力な電波を発するものが
ある場合、接続が不安定になる恐れがありま
す。

アプリ対応作業機
このアプリに対応している作業機は以下のシリーズ
です。

•	 TXF-6 シリーズ

•	 TX-6 シリーズ 
（シロカキモニタキット（オプション）装着済み）

このアプリのはじめかたについて記載しています。 
作業前によく読み、内容を理解してから作業を行ってください。

スマートフォンの準備
システム要件

使用するスマートフォンは、以下のシステム要件が
必要です。アプリストアからインストールするか、
対応可能なスマートフォン（以降、端末と記す）を
準備してください。

■	 iOS の場合

OS バージョン iOS 18 以上

その他 App Store が利用できること。

■	 Android の場合

OS バージョン Android14 以上

その他 Google Play ストアが利用できる
こと。

お知らせ
•	 使用する端末の種類や OS のバージョンによっ

ては、正常に動作しない場合があります。 
動作確認済み端末については、それぞれのアプ
リストアを確認してください。

使
い
か
た
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アプリのインストール
1	 アプリストアから「KOBASHI Navi」を検索し、

インストールします。
•	 iOS は App Store、Android は Google Play から

ダウンロードしてください。

⇒⇒端末にアプリがインストールされます。

お知らせ
•	 お使いの端末がアプリに非対応の場合は、App 

Store または Google Play にアプリが表示され
ません。端末の OS をアップデートしてシステ
ム要件を満たすか、対応する端末を準備してく
ださい。

•	 QR コードを読み取り、アプリをインストール
することもできます。

iOS Android

端末の設定（iOS）

■	 Bluetooth®「ON」

1	 端末のホーム画面、またはアプリ一覧から
設定アイコンを探して押します。

⇒⇒設定画面が表示されます。

2	「Bluetooth」を押します。

⇒⇒ Bluetooth® 設定画面が表示されます。

お知らせ
•	 この画面で Bluetooth® が「オン」と表示され

ていれば、この手順をする必要はありません。

3	「Bluetooth」のトグルスイッチを押します。

⇒⇒トグルスイッチが灰色から緑色に変わり、
Bluetooth® が「ON」になります。
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■	 位置情報「ON」

1	 端末のホーム画面、またはアプリ一覧から
設定アイコンを探して押します。

⇒⇒設定画面が表示されます。

2	「プライバシーとセキュリティ」を押します。

⇒⇒プライバシーとセキュリティ設定画面が表示さ
れます。

3	「位置情報サービス」を押します。

⇒⇒位置情報サービス設定画面が表示されます。

4	「位置情報サービス」のトグルスイッチを押
します。

⇒⇒トグルスイッチが灰色から緑色に変わり、位置
情報サービスが「ON」になります。

お知らせ
•	 この画面で位置情報サービスが「ON」となっ

ていれば、この手順をする必要はありません。

端末の設定（Android）

■	 Bluetooth「ON」

1	 端末のホーム画面で下に向かって指を滑ら
せます（スワイプ操作）。

⇒⇒通知画面が表示されます。

2	「Bluetooth」を押します。

⇒⇒ Bluetooth® 設定画面が表示されます。

お知らせ
•	 この画面で「Bluetooth」が選択状態であれば、

この手順をする必要はありません（選択状態の
場合は、「Bluetooth」が橙色になっています）。

3	「Bluetooth を使用」のトグルスイッチを押
します。

⇒⇒トグルスイッチが灰色から橙色に変わり、
「Bluetooth を使用」が「ON」になります。

使
い
か
た

ア
プ
リ
の
準
備



10 KOBASHI Navi取扱説明書

■	 位置情報「ON」
1	 端末のホーム画面、またはアプリ一覧から

設定アイコンを探して押します。
⇒⇒設定画面が表示されます。

2	「位置情報」を押します。

⇒⇒位置情報設定画面が表示されます。

お知らせ
•	 この画面で位置情報に「ON/ ＊個のアプリに～」

と表示されていれば、この手順をする必要はあ
りません（「＊」には数字が記載されています）。

3	「位置情報を使用」のトグルスイッチを押し
ます。

⇒⇒トグルスイッチが灰色から橙色に変わり、位置
情報を使用が「ON」になります。

作業機の準備
1	 作業機をトラクタに装着します。

•	 作業機の『取扱説明書』を参照してください。

2	 配線を接続します。
•	 作業機の『取扱説明書』を参照してください。

3	 作業機から半径 100 m 以内にある、他の
KOBASHI 作業機の電源が「OFF」になって
いることを確認します。

•	 Bluetooth® 接続画面に接続先が複数表示されて
しまい、誤って他人の作業機に接続してしまう
恐れがあります。

•	 接続先が複数表示された場合は、制御ボックス
のラベルに記載している 8 桁のシリアルナン
バー（以降、S/N と記す）を確認して、自身の
制御ボックスを判別してください。 
詳細は、「制御ボックス S/N の確認」（→ p.14）
を参照してください。

4	 トラクタのエンジンをかけて、作業機の制
御ボックスを通電状態にします。

•	 作業機の『取扱説明書』を参照してください。
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アプリと作業機の接続
1	 端末の Bluetooth® 機能が「ON」になって

いることを確認します。
•	「端末の設定（iOS）」（→ p.8）、「端末の設定
（Android）」（→ p.9）を参照してください。

お知らせ
•	 端末の Bluetooth® 機能が「ON」になっていな

い場合は、端末と作業機を接続することができ
ません。

2	 アプリを起動します。
•	 ホーム画面、またはアプリ一覧にある「KOBASHI 

Navi」を押してください。

⇒⇒ KOBASHI ロゴ画面のあと、画面に「利用規約」
が表示されます。

3	 内容を確認して「利用開始」を押します。

⇒⇒メニュー画面が表示されます。

お知らせ
•	「次回から表示しない」にチェックを入れると、

次回からこの画面は表示されなくなります。

4	「位置情報」「Bluetooth® 接続」「通知」につ
いて「許可」します（アプリ初回起動時だけ）。

■ iOS の場合
(1)	「通知の送信」の「許可」を押します。

お知らせ
•	「通知の送信」を許可しないと、オイル交換タ

イミングでの通知やファームウェアの更新通知
が受取れません。

(2)	「Bluetooth デバイスを探すこと」の「許可」を
押します。

お知らせ
•	「Bluetooth デバイスを探すこと」を許可しない

と、作業機と接続できません。

使
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(3)	「位置情報の使用」の「” 常に許可 ” に変更」を
押します。

お知らせ
•	「位置情報の使用」を ” 常に許可 ” にしないと、

アプリがバックグラウンドに入ったとき、 
「作業記録」のデータを取得できません。

(4)	「位置情報の使用」の「アプリの使用中は許可」
を押します。

お知らせ
•	「位置情報の使用」で「アプリの使用中は許可」

にしないと、「作業記録」のデータを取得でき
ません。

•	「位置情報の使用」、「Bluetooth デバイスを探す
こと」、「通知の送信」を手順どおり許可できな
かった場合は、「各種権限の許可」（→ p.15）
を参照してください。

■ Android の場合
(1)	「位置情報へのアクセス」の「アプリの使用時

のみ」を押します。

お知らせ
•	「位置情報へのアクセス」を「アプリの使用時

のみ」にしないと、「作業記録」でデータを取
得できません。

(2)	「付近のデバイス」の「許可」を押します。

お知らせ
•	「付近のデバイス」を許可しないと、作業機と

接続できません。
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(3)	「通知の送信」の「許可」を押します。

お知らせ
•	「通知の送信」を許可しないと、オイル交換タ

イミングでの通知やファームウェアの更新通知
が受取れません。

•	「位置情報へのアクセス」、「付近のデバイス」、
「通知の送信」を手順どおり許可できなかった

場合は、「各種権限の許可」（→ p.15）を参照
して、許可となるように操作してください。

5	「接続」を押します。

⇒⇒ Bluetooth 接続画面が表示されます。

⇒⇒「未接続」となっている作業機の接続状態が表示
されます。

6	「接続ボタン」を押します。

接続ボタン

⇒⇒「接続中」となり、作業機とアプリの接続は完了
です。

お知らせ
•	 複数「未接続」の作業機が表示される場合は、

周辺に電源「ON」となっている別の KOBASHI
作業機がいる可能性があります。 
自身の作業機だけ電源「ON」となる環境で、
手順1からやり直してください。

•	 自身の作業機だけが電源「ON」となる環境を
作れない場合は、制御ボックスのラベルに記載
している 8 桁の S/N を確認してください。詳細
は「制御ボックス S/N の確認」（→ p.14）を
参照してください。 
その後、「接続ボタン」にある固有 ID を確認し
ます。「固有 ID：TXF_********」の「*」部分と、
ラベルに記載の 8 桁の S/N が一致する「接続ボ
タン」が同一の作業機となるので、接続してく
ださい。

•	 以降は最後に接続した作業機が電源「ON」の
状態であれば、アプリを起動するだけで自動接
続されます。自動接続されない場合は、手順5
から接続し直してください。
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制御ボックス S/N の確認
Bluetooth 接続画面に接続先が複数表示された場合
は、制御ボックスのラベルに記載している 8 桁の
S/N を確認することで、自身の制御ボックスを判別
できます。

1	 作業機前方から見て左側マスト部のカバー
を取外します。

(1)	 トラスコネジ（+）を取外します。

制御ボックス

トラスコネジ（+）

カバー

(2)	 カバーを取外します。

2	 制御ボックス側面のラベルを確認します。
•	 下図のラベルの場合、アプリ内の固有 ID の表

示は「TXF_25030006」となります。
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各種権限の許可
このアプリでは、「位置情報」、「Bluetooth®」、「通知の送信」の権限を端末側で許可する必要があります。通常
は初回起動時に許可を求められ、その場で設定できます。もし許可できなかった場合は、端末の設定から許可
をする必要があります。

iOS の場合
1	 端末のホーム画面、またはアプリ一覧から

設定アイコンを探して押します。
⇒⇒設定画面が表示されます。

2	「アプリ」を押します。

⇒⇒アプリの一覧画面が表示されます。

3	「KOBASHI Navi」を押します。

⇒⇒変更できる画面が表示されます。

4	 下図の状態となるように、各種権限を許可
します。

•	 各設定については、次の項目で説明します。

位置情報
1	「位置情報」を押します。

⇒⇒位置情報の設定画面が表示されます。

使
い
か
た
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2	「常に」を押します。

⇒⇒「常に」が選択され、位置情報の利用が許可され
ます。

取扱上の注意
•	「しない」を選択しないでください。作業記録

を利用できなくなります。

•	「このアプリの使用中」を選択しないでくださ
い。アプリがバックグラウンド状態となったと
き、作業記録で表示されるデータに欠損が発生
します。

3	「正確な位置情報」が「ON」になっている
ことを確認します（トグルスイッチが緑色
の場合は、「ON」になっています）。

お知らせ
•	「正確な位置情報」が「ON」になっていないと、

作業記録で表示されるデータの座標が大きく 
ズレる恐れがあります。

Bluetooth®
1	 Bluetooth のトグルスイッチを押します。

⇒⇒トグルスイッチが灰色から緑色に変わり、
Bluetooth® の権限が許可されます。

お知らせ
•	 Bluetooth® の権限を許可しないと、作業機と接

続できません。

通知
1	「通知」を押します。

⇒⇒通知の設定画面が表示されます。
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2	「通知を許可」のトグルスイッチを押します。

⇒⇒トグルスイッチが灰色から緑色に変わり、通知
の権限が許可されます。

お知らせ
•	 通知を許可していないと、オイル交換のタイミ

ングになっても通知が表示されなくなります。

•	 通知を許可していないと、制御ボックスの新し
いファームウェアが公開されても、通知が表示
されなくなります。

Android の場合
1	 端末のホーム画面、またはアプリ一覧から
「KOBASHI Navi」を探して、アイコンを長押
しします（ロングタップ）。

2	「アプリ情報」を押します。

⇒⇒アプリの権限設定画面が表示されます。

3	 以降の項目で各種権限を確認、設定します。

お知らせ
•	 許可していない権限は、「許可しない」に表示

されます。

•	 すでに許可している権限は、「許可」に表示さ
れます。

•	 すでに許可している権限であっても、詳細設定
が異なっている場合もあります。以降の手順で
各権限の詳細設定を確認してください。

使
い
か
た
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位置情報
1	「位置情報」を押します。

⇒⇒位置情報の権限画面が表示されます。

お知らせ
•	「位置情報」は、「許可」もしくは「許可しない」

のいずれかにあります。

•	 次の画面で詳細な設定を行います。「許可」に「位
置情報」が記載されていたとしても、次の画面
で詳細設定が正しく行われているかを確認して
ください。

2	「アプリの使用中のみ許可」を押して、選択
します。

3	「正確な位置情報を使用」のトグルスイッチ
を押します。

⇒⇒トグルスイッチが灰色から橙色に変わり、「正確
な位置情報を使用」が「ON」になり、位置情報
の権限が許可されます。

取扱上の注意
•	「許可しない」を選択しないでください。作業

記録を利用できなくなります。
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付近のデバイス（Bluetooth®）
1	「付近のデバイス」を押します。

⇒⇒「付近のデバイスの権限」設定画面が表示されま
す。

お知らせ
•	「付近のデバイス」は「許可」もしくは「許可

しない」のいずれかにあります。

•	 次の画面で詳細な設定を行います。「許可」に「付
近のデバイス」が記載されていたとしても、次
の画面で詳細設定が正しく行われているかを確
認してください。

2	「許可する」を押して、選択します。

⇒⇒「付近のデバイスの権限」が許可されます。

お知らせ
•	「許可しない」を選択しないでください。作業

機と接続できなくなります。
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通知
1	「通知」を押します。

⇒⇒通知の設定画面が表示されます。

お知らせ
•	「通知」は「許可」もしくは「許可しない」の

いずれかにあります。

•	 次の画面で詳細な設定を行います。「許可」に「付
近のデバイス」が記載されていたとしても、次
の画面で詳細設定が正しく行われているかを確
認してください。

2	「KOBASHI Navi のすべての通知」のトグル
スイッチを押します。

⇒⇒トグルスイッチが灰色から橙色に変わり、
「KOBASHI Navi のすべての通知」が「ON」になり、

通知が許可されます。

3	 その他の許可が「ON」となっていることを
確認します（許可が「ON」の場合は、トグ
ルスイッチが橙色になっています）。

⇒⇒通知の権限が許可されます。

お知らせ
•	「通知」を許可していないと、オイル交換のタ

イミングになっても通知が表示されなくなりま
す。また、制御ボックスの新しいファームウェ
アが公開されても、通知が表示されなくなりま
す。
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ホーム画面の表示／アプリの終了
アプリの使用中、一時的に端末のホーム画面に戻りたい場合は、ホーム画面を表示させることができます。

作業終了後など、このアプリを使用しないときはアプリを終了させてください。

ホーム画面の表示
1	 ホームボタンがある端末は、ホームボタン

を押します。

2	 ホームボタンがない端末は、画面下の端か
ら上に向かって指を滑らせます（スワイプ
操作）。

•	 この操作では、アプリはバックグラウンド状態
で動作を続けます。

⇒⇒ホーム画面が表示されます。

取扱上の注意
•	 ファームウェア更新を実施しているときは絶対

にホーム画面を表示させないでください。 
更新が正常に行われず、作業機が動かせなくな
る恐れがあります。

•	 アップロードを実施しているときは、絶対に
ホーム画面を表示させないでください。 
アップロードが正常に行われず、作業記録の
データが欠損する恐れがあります。

お知らせ
•	 周辺に、最後に使用した作業機が電源「ON」

の状態で存在する場合、バックグラウンド状態
であっても、このアプリは作業機への自動接続
を行います。端末と接続されている間は、他の
端末には表示されず、接続できません。

•	 バックグラウンド状態であっても、このアプリ
は接続されている作業機の作業記録データを取
得し続けます。意図しない自動接続が行われた
場合、以下のような現象が発生する恐れがあり
ます。

・身に覚えのない作業記録の保存 
・インターネット通信量の増加 
・端末のバッテリー消費の増加

•	 バックグラウンド状態での動作で不都合が生じ
る場合は、「アプリの終了」を実施してアプリ
を完全に終了させると解消されます。

•	 長期間にわたりこのアプリをバックグラウンド
状態にする、またはこのアプリがバックグラウ
ンド状態で多数の他のアプリを使用する、など
により端末のメモリ管理機能が働いた場合、こ
のアプリが強制的に終了されることがありま
す。 
その場合はアプリの全ての機能が停止しますの
で、必要に応じてアプリを再度起動してくださ
い。

アプリの終了
	 端末の『取扱説明書』を参照し、起動中ア

プリ一覧からアプリを終了します。
⇒⇒起動中アプリ一覧からこのアプリが消え、アプ
リが終了します。

取扱上の注意
•	 ファームウェア更新を実施しているときは、絶

対にアプリを終了しないでください。 
更新が正常に行われず、作業機が動かなくなる
恐れがあります。

•	 アップロードを実施しているときは、絶対にア
プリを終了しないでください。 
アップロードが正常に行われず、作業記録の
データが欠損する恐れがあります。

お知らせ
•	 端末を再起動することでも、アプリを強制的に

終了することができます。

•	 アプリを終了すると、作業機との接続が切れ、
アプリの全ての機能が停止します。

使
い
か
た
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基本的な使いかた

メインメニュー
アプリを起動するとメインメニューが表示されます。 
各機能の使いかたについては、該当ページをご確認ください。

　

No. 名  称 説  明

① 代かきモニター 深さ、仕上がりを表示し
ます。

② メンテナンス 代かき機の稼働時間や各
部の状態を表示します。

③ 作業記録 仕上がりを地図上に表示
します。

④ 設定
モニター画面の設定や
データのアップロードな
どを機能を表示します。

⑤ 接続 アプリ対応代かき機との
接続画面を表示します。

⑥ インフォメーション

オイル交換の通知や制御
ボックスファームウェア
アップデートのお知らせ
を表示します。 
インフォメーションがな
い場合は、この項目は表
示されません。

インフォメーションと通知
アプリと接続している作業機の稼働時間を参照し、オイル交換を促す案内が通知されます。また、作業機を動
かすためのソフトウェア（以降、ファームウェアと記す）が公開されたとき、その案内を通知します。これら
の案内通知は、インフォメーション欄に履歴として 10 件まで表示されます。

■オイル交換通知タイミング
•	 初回 50 時間、以降 150 時間おき。

•	 それぞれ 10 時間前になったら、事前通知を行います。

■ファームウェア公開通知
•	 新しいファームウェアが公開されると通知されます。

①

②

④

⑥

③

⑤

このアプリを使うことで、代かき作業をモニタリングすることができます。
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作業機との接続（接続）

Bluetooth 接続画面

①

② ②

④

⑤

③

⑥

No. 名  称 説  明

① 戻る メインメニューに戻ります。

② 接続状態
作業機との接続状態を表示します。 
　接続中：作業機と接続されています。 
　未接続：作業機と接続されていません。

③ 作業機名称の編集 この画面での表示名称を編集できます。 
（半角英数字で 12 文字以下）

④ 作業機名称 作業機の名称を表示します。 
初期状態では「No name」と表示されます。

⑤ 固有 ID 作業機の制御ボックスの固有 ID を表示します。

⑥ 接続ボタン
接続したい作業機の「接続ボタン」を押すと、未接続であれば接続します。 
接続中の場合は、接続を切断します。
周辺で接続可能な作業機があれば、電波の強度順に複数の「接続ボタン」が表示さ
れます。

このアプリと作業機の接続について説明します。

メインメニューで「接続」を押すと表示されます。

使
い
か
た
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作業機との接続
初めて接続するとき

初めて作業機と接続するときは、以下の手順で接続
します。

1	 作業機をトラクタに装着します。
•	 作業機の『取扱説明書』を参照してください。

2	 配線を接続します。
•	 作業機の『取扱説明書』を参照してください。

3	 周辺にある他の KOBASHI 作業機の電源が
「ON」になっていないことを確認します。

•	 Bluetooth 接続画面に接続先が複数表示されて
しまい、誤って他人の作業機に接続してしまう
恐れがあります。

4	 トラクタのエンジンをかけて、作業機の制
御ボックスを通電状態にします。

•	 作業機の『取扱説明書』を参照してください。

5	 アプリを起動します。
•	 ホーム画面、またはアプリ一覧にある「KOBASHI 

Navi」を押してください。

⇒⇒メインメニューが表示されます。

6	「接続」を押します。

⇒⇒ Bluetooth 接続画面が表示されます。

⇒⇒「未接続」となっている「接続ボタン」がひとつ
だけ表示されます。

7	「接続ボタン」を押します。

接続ボタン

⇒⇒接続状態が「接続中」となります。

お知らせ
•	 制御ボックスの電源が「ON」となっていない

場合、「接続ボタン」は表示されません。制御ボッ
クスの電源を「ON」にしてください。

•	 周辺にある他の KOBASHI 作業機が電源「ON」
の状態である場合、その作業機も表示されます。
誤って接続しないためにも、接続したい作業機
だけが電源「ON」となっている状態で接続作
業を行ってください。

8	「←」を押して、メインメニューに戻ります。
お知らせ

•	 一度接続した後は、最後に接続した作業機が電
源「ON」となっていれば、アプリ起動時に自
動的に接続します。
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2 回目以降に接続するとき
2 回目以降に接続するときは、以下の手順で接続し
ます。

1	 作業機をトラクタに装着します。
•	 作業機の『取扱説明書』を参照してください。

2	 配線を接続します。
•	 作業機の『取扱説明書』を参照してください。

3	 周辺にある他の KOBASHI 作業機の電源が
「OFF」になっていることを確認します。

•	 Bluetooth 接続画面に接続先が複数表示されて
しまい、誤って他人の作業機に接続してしまう
恐れがあります。

•	 前回最後に接続した作業機が「接続したい作業
機」である場合は、自動的にアプリと接続しま
す。

4	 トラクタのエンジンをかけて、作業機の制
御ボックスを通電状態にします。

•	 作業機の『取扱説明書』を参照してください。

5	 アプリを起動します。
•	 ホーム画面、またはアプリ一覧にある「KOBASHI 

Navi」を押してください。

⇒⇒メインメニューが表示されます。

6	「接続」を押します。

⇒⇒ Bluetooth 接続画面が表示されます。

7	 接続したい作業機の「接続ボタン」を確認
します。

•	 接続状態が「接続中」となっていれば自動接続
に成功しています。

接続ボタン

8	「未接続」となっている場合は、「接続ボタン」
を押します。

接続ボタン

⇒⇒接続状態が「接続中」となります。

お知らせ
•	 制御ボックスの電源が「ON」となっていない

場合、「接続ボタン」は表示されません。「制御
ボックス」の電源を「ON」にしてください。

使
い
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お知らせ
•	 周辺にある他の KOBASHI 作業機が電源「ON」

の状態であっても、自動接続機能により「前回
接続していた作業機」に対して自動的に接続し
ます。

•	 この画面で「接続ボタン」を押して接続状態を
「未接続」としてアプリを終了した場合、次回

アプリ起動時には「前回接続していた作業機」
が電源「ON」の状態であっても、自動接続は
行われません。

7	「←」を押して、メインメニューに戻ります。

作業機との切断
アプリと作業機を接続中に、意図的に接続を切りた
い場合は、以下の手順を行ってください。

1	「接続」を押します。

⇒⇒ Bluetooth 接続画面が表示されます。

2	「接続中」となっている「接続ボタン」を押
します。

接続ボタン

⇒⇒接続状態が「未接続」となり、接続が切れます。

お知らせ
•	 この画面で「接続ボタン」を押して「未接続」

の状態でアプリを終了した場合、次回アプリ起
動時には自動接続されません。この画面から再
度、「接続ボタン」を押して接続してください。

3	「←」を押して、メインメニューに戻ります。
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作業機の名前設定
アプリに対応する作業機を複数所有している場合、
作業機に名前を付けることで、接続先が分かりやす
くなります。

1	 トラクタのエンジンをかけて、名前を設定
したい作業機の制御ボックスを通電状態に
します。

•	 作業機の『取扱説明書』を参照してください。

お知らせ
•	 制御ボックスの電源が「ON」になっていないと、

接続画面に「接続ボタン」が表示されません。

2	「接続」を押します。

⇒⇒ Bluetooth 接続画面が表示されます。

お知らせ
•	 接続状態は「接続中」、「未接続」のどちらでも

問題ありません。

•	 名前の変更が可能なのは、一度でも接続したこ
とがある作業機だけです。

3	「作業機名称の編集」を押します。

⇒⇒名称の入力画面が表示されます。

4	 半角英数字で 12文字以下の作業機名称を入
力し、「OK」を押します。

⇒⇒作業機名称が入力したものに変更されます。

お知らせ
•	 半角英数字かつ 12 文字以下の名称でなければ
「OK」を押すことができず、入力が完了できま

せん。

5	「←」を押してメインメニューに戻ります。
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深さの確認（代かきモニター）

深さ画面
メインメニューの「代かきモニター」を押すことで、代かき作業をモニタリングすることができます。 

「深さ」タブを選択すると、代かき作業中の深さレベルをモニタリングすることができます。

深い浅い

①

③

⑥

⑩

⑪

⑩

⑦

⑧

②

④

⑤

⑦

⑨

⑩ ⑩

■背景色と深さの関係

代かき深さの確認のしかたを説明します。
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No. 名  称 説  明

① 戻る メインメニューに戻ります。

② ヘルプ この画面のヘルプ画面を表示します。

③ 深さタブ この画面では深さタブが選択状態となります。

④ 仕上がりタブ 仕上がりを表示します。

⑤ メーター 作業深さの目安をメーターで表示します（「1」～「9」の 9 段階）。

⑥ 深さレベル 作業深さの目安を数値で表示します（「1」～「9」の 9 段階）。 
作業深さが大きくなるにつれて、深さレベルの数値が大きくなります。

⑦ 補正レベル

深さレベル（⑥）およびメーター（⑤）の動きを調整したときの補正レベルを表示
します（「-5」～「+7」の 13 段階）。 
⑧、⑩で補正レベルを設定したときだけ表示されます。 
作業深さが同じ場合、補正レベルの数値が大きくなるに従って、深さレベル（⑥）
も大きな値となります。

⑧ 基準変更
押したときの作業深さを基準として、深さレベル「5」に近づくように、補正レベ
ルを設定します。 
一度押すと「変更リセット（⑪）」に変化します。

⑨ 背景色

深さレベル（⑥）に連動して背景色が変わります。 
深さレベルが「1」～「3」のとき：黄色 
深さレベルが「4」～「6」のとき：緑色 
深さレベルが「7」～「9」のとき：赤色

⑩ 補正レベル調整 補正レベル（⑦）を変更できます。
「◀」で補正レベルを小さく、「▶」で補正レベルを大きくできます。

⑪ 変更リセット 補正レベルを「0」にリセットします。 
補正レベルが設定されているときだけ表示されます。
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深さ画面の操作
この項目では画面表示設定が「同時表示／ OFF」の
場合について説明します。

「同時表示／ ON」の場合については、該当項目に
て確認してください。

1	 アプリと作業機を接続します。
•	「アプリと作業機の接続」（→ p.11）を参照し

てください。

2	「代かきモニター」を押します。

3	「深さ」タブを押します。

⇒⇒深さモニターが表示されます。

お知らせ
•	 アプリと作業機が接続されていないと、次の画

面が表示され、この機能は使用できません。 
アプリと作業機を接続させてから使用してくだ
さい。

•	 次の画面表示の場合は、画面表示設定が「同時
表示／ ON」となっています。 

「同時表示／ ON」の説明は、「深さと仕上がり
の同時表示」（→ p.52）を参照してください。
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4	 目標とする深さとなるように代かき作業を行います。
⇒⇒エプロンの動きに合わせて深さレベルとメーターが動き始め、連動して以下のように背景色が変化します。

取扱上の注意
•	 作業機の『取扱説明書』を参照し、正しい作業機姿勢で作業を行ってください。

•	 作業深さの調整は、トラクタ側の操作で行ってください。

•	 深さレベルはあくまで目安であり、実際の深さを表していません。
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5	 目標とする深さとなっているときに、「基準
変更」を押します。

⇒⇒目標とする深さのときに、深さレベルが「5」に
近づくように補正レベルが設定されます。 
メーターは中央に近づきます。

お知らせ
•	「基準変更」による補正は、あらかじめ用意さ

れた 13 段階の補正レベルの中から設定されま
す。深さレベルを「5」に強制する機能ではあ
りません。

6	 さらに補正レベルの微調整を行いたいとき
は、「◀」もしくは「▶」を押します。

⇒⇒補正レベルが変更されます。
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お知らせ
•	「変更リセット」を押すと、補正レベルがリセッ

トされます。「基準変更」を再度設定したいと
きなどに使用してください。

•	 補正レベルの設定は、アプリを終了しても残り
ます。

7	 以降は、通常どおりに代かき作業を行いま
す。

•	 トラクタのオート機能調節や車速などを変化さ
せ、狙いの深さレベルを維持できるように代か
き作業を調整してください。

⇒⇒深さに応じて深さレベルが変化します。また深
さレベルに合わせて、背景色も 3 段階に変化し
ます。

お知らせ
•	 深さレベルや補正レベルの数値が同じであって

も、マッチング条件を変えた場合は実際の作業
耕深が変化することがあります。トラクタを変
える、トップリンク長を変えるなどを実施した
ときには再度調整してください。

•	 使用中に作業機との接続が切れたとき、次の画
面が表示されることがあります。内容を確認し、

「OK」を押して表示を消してください。 
一時的な接続不良であれば自動的に再接続しま
す。 
10 秒以上経っても再接続しない場合は再度表
示されます。

•	 何度も上記画面が表示される場合は、以下の項
目を確認してください。

•	 作業機に電源が接続されているか

•	 端末と作業機との間に遮蔽物がないか

•	 端末の Bluetooth® 接続が「ON」になってい
るか

使
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仕上がりの確認（代かきモニター）
代かきの仕上がりの確認のしかたを説明します。

仕上がり画面
メインメニューで「代かきモニター」を押すことで、代かき作業をモニタリングすることができます。 

「仕上がり」タブを選択すると、代かき作業中の仕上がりレベルをモニタリングすることができます。

粗い細かい

■背景色と仕上がりの関係

⑫

⑧

⑪ ⑪

①

④

⑦

⑪

⑨

②

③

⑤

⑥

⑧

⑩

⑪

お知らせ
•	 深さレベルと異なり、仕上がりレベルは数値が急に変わることがあります。数値を捉えにくい場合は、 

一定時間ごとに変化する背景色（一定時間ごとの判定結果）を目安にしてください。 
仕上がりを調整しやすくなります。

•	 仕上がりの調整は作業車速を変更するなど、トラクタ側の操作で調節してください。
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No. 名  称 説  明

① 戻る メインメニューに戻ります。

② ヘルプ この画面のヘルプ画面を表示します。

③ 作業記録 作業記録を表示します。

④ 深さタブ 深さを表示します。

⑤ 仕上がりタブ この画面では深さタブが選択状態となります。

⑥ メーター 仕上がりの目安をメーターで表示します（「1」～「27」の 27 段階）。

⑦ 仕上がりレベル 仕上がりの目安を数値で表示します（「1」～「27」の 27 段階）。 
仕上がりが粗くなるに従って、仕上がりレベルの数値が大きくなります。

⑧ 補正レベル

仕上がりレベル（⑦）およびメーター（⑥）の動きを調整したときの補正レベルを
表示します（「-5」～「+5」の 11 段階）。 
⑨、⑪で補正レベルを設定したときだけ表示されます。 
仕上がりが同じ場合、補正レベルの数値が大きくなるにつれて、仕上がりレベル（⑦）
も大きな値となります。

⑨ 判定変更
押したときの仕上がりレベルを基準にして、仕上がりレベルが「14」に近づくように、
補正レベルを設定します。 
一度押すと「変更リセット（⑫）」に変化します。

⑩ 背景色

一定の時間ごとに仕上がり判定結果を背景色で表示します。 
【仕上がり判定結果】 

　細かめ　　：黄色 
　標準　　　：緑色 
　粗め　　　：赤色 
 
※作業速度が 1.0 km/h 以上にならないと変化しません。

⑪ 補正レベル調整 補正レベル（⑧）を変更できます。 
「◀」で補正レベルを小さく、「▶」で補正レベルを大きくできます。

⑫ 変更リセット 補正レベルを「0」にリセットします。 
補正レベルが設定されているときだけ表示されます。
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お知らせ
•	 アプリと作業機が接続されていないと、次の画

面が表示され、この機能は使用できません。 
アプリと作業機を接続させてから使用してくだ
さい。

•	 次の画面表示の場合は、画面表示設定が「同時
表示／ ON」となっています。 

「同時表示／ ON」の説明は、「深さと仕上がり
の同時表示」（→ p.52）を参照してください。

仕上がり画面の操作
この項目では画面表示設定が「同時表示／ OFF」の
場合について説明します。

「同時表示／ ON」の場合については、該当項目に
てご確認ください。

1	 アプリと作業機を接続します。
•	「アプリと作業機の接続」（→ p.11）を参照し

てください。

2	「代かきモニター」を押します。

3	「仕上がり」タブを押します。

⇒⇒仕上がりモニターが表示されます。
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4	 目標とする仕上がりとなるように代かき作業を行います。
⇒⇒レベラの動きに合わせて仕上がりレベルとメーターが動き、連動して以下のように背景色が変化します。

取扱上の注意
•	 作業機の『取扱説明書』を参照し、正しい作業機姿勢で作業を行ってください。

•	 仕上がりの調整は、トラクタ側で行ってください。

•	 仕上がりレベルの数値はあくまで目安です。圃場の仕上がりを確認しながら利用してください。
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5	 目標とする仕上がりとなっているときに、
「判定変更」を押します。

⇒⇒目標とする仕上がりのときに、仕上がりレベル
が「14」に近づくように補正レベルが設定され
ます。 
メーターは中央に近づきます。

お知らせ
•	「判定変更」による補正は、あらかじめ用意さ

れた 11 段階の補正レベルの中から設定します。
仕上がりレベルを「16」に強制する機能ではあ
りません。

6	 さらに補正レベルの微調整を行いたい場合
は「◀」もしくは「▶」を押します。

⇒⇒直接補正レベルが変更されます。

•	 以降は、通常どおりに代かき作業を行ってくだ
さい。仕上がりに応じて仕上がりレベルが変化
します。また背景色により、一定時間ごとの仕
上がり判定結果を、3 段階で表示します。 
トラクタの車速などを変化させ、狙いの仕上が
りを維持できるように代かき作業を調整してく
ださい。
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•	 使用中に作業機との接続が切れたとき、次の画
面が表示されることがあります。内容を確認し、

「OK」を押して表示を消してください。 
一時的な接続不良であれば自動的に再接続しま
す。 
10 秒以上経っても再接続しない場合は再度表
示されます。

•	 何度も上記画面が表示される場合は、以下の項
目を確認してください。

•	 作業機に電源が接続されているか

•	 端末と作業機との間に遮蔽物がないか

•	 端末の Bluetooth® 接続が「ON」になってい
るか

お知らせ
•	「変更リセット」を押すと、補正レベルがリセッ

トされます。「判定変更」を設定しなおしたい
ときなどに使用してください。

•	 補正レベルの設定はアプリを終了しても残りま
す。

•	 深さレベルと異なり、仕上がりレベルは数値が
急に変わることがあります。数値を捉えにくい
場合は、一定時間ごとに変化する背景色（一定
時間ごとの判定結果）を目安にしてください。
仕上がりを調整しやすくなります。

•	 目標とする仕上がりが分からない場合、まずは
補正レベル「0」で使用してみることをおすす
めします。使用しながら好みに合わせて「◀」

「▶」で補正レベルを調整することもできます。
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代かき深さと仕上がりの、同時確認のしかたを説明します。

深さ／仕上がりの同時確認（代かきモニター）

同時表示への切替え
同時表示画面設定で「同時表示／ ON」を選択する
と、深さ / 仕上がりを同時表示させることができま
す。

•	 初期状態では同時表示は「OFF」となっています。

1	「設定」を押します。

⇒⇒設定画面が表示されます。

2	「画面表示設定」を押します。

⇒⇒画面表示設定画面が表示されます。

3	 深さモニターと仕上がりモニターを同時表
示させたい場合は、「同時表示／ON」を押
して選択します。

•	 同時表示をさせたくない場合は「同時表示／
OFF」を選択します。
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4	「←」を繰返し押してメインメニューまで戻
ります。

5	「代かきモニター」を押します。
⇒⇒設定が反映された状態で「深さモニター」およ
び「代かきモニター」が表示されます。

(a)	「同時表示／ ON」を選択した場合

(b)	「同時表示／ OFF」を選択した場合
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深さ／仕上がり画面
画面表示設定で「同時表示／ ON」にした状態でメインメニューの「代かきモニター」を押すことで、 

「深さ」と「仕上がり」を同時に表示させてモニタリングすることができます。 
上のメーターが「深さ」、下のメーターが「仕上がり」を表しています。

■背景色と深さ/仕上がりの関係

①

④

⑥

⑦

⑨

⑤

⑨

⑧

⑩

⑫

⑬

⑮

⑪

⑮

⑭

②

③

⑨ ⑨

⑯

⑮ ⑮

⑰ 

深い浅い 粗い細かい
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No. 名  称 説  明

① 戻る メインメニューに戻ります。

② ヘルプ この画面のヘルプ画面を表示します。

③ 作業記録 作業記録を表示します。

④ 背景色

深さレベル（⑤）に連動して背景色が変わります。 
深さレベルが「1」～「3」のとき：黄色 
深さレベルが「4」～「6」のとき：緑色 
深さレベルが「7」～「9」のとき：赤色

⑤ 深さレベル 作業深さの目安を数値で表示します（「1」～「9」の 9 段階）。 
作業深さが大きくなるにつれて、深さレベルの数値が大きくなります。

⑥ メーター 作業深さの目安をメーターで表示します（「1」～「9」の 9 段階）。

⑦ 補正レベル

深さレベル（⑤）およびメーター（⑥）の動きを調整したときの補正レベルを表示
します（「-5」～「+7」の 13 段階）。 
⑧、⑨で補正レベルを設定したときだけ表示されます。 
作業深さが同じ場合、補正レベルの数値が大きくなるに従って、深さレベル（⑤）
も大きな値となります。

⑧ 基準変更
押したときの作業深さを基準として、深さレベル「5」に近づくように、補正レベ
ルを設定します。 
一度押すと「変更リセット（⑯）」に変化します。

⑨ 補正レベル調整 補正レベル（⑦）を変更できます。 
「◀」で補正レベルを小さく、「▶」で補正レベルを大きくできます。

⑩ 背景色

一定の時間ごとに仕上がり判定結果を背景色で表示します。 
【仕上がり判定結果】 

　細かめ　　：黄色 
　標準　　　：緑色 
　粗め　　　：赤色 
 
※作業速度が 1.0 km/h 以上にならないと変化しません。

⑪ 仕上がりレベル 仕上がりの目安を数値で表示します（「1」～「27」の 27 段階）。 
仕上がりが粗くなるに従って、仕上がりレベルの数値が大きくなります。

⑫ メーター 仕上がりの目安をメーターで表示します（「1」～「27」の 27 段階）。
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No. 名  称 説  明

⑬ 補正レベル

仕上がりレベル（⑪）およびメーター（⑫）の動きを調整したときの補正レベルを
表示します（「-5」～「+5」の 11 段階）。 
⑭、⑮で補正レベルを設定したときだけ表示されます。 
仕上がりが同じ場合、補正レベルの数値が大きくなるにつれて、仕上がりレベル（⑪）
も大きな値となります。

⑭ 判定変更
押したときの仕上がりレベルを基準にして、仕上がりレベルが「14」に近づくように、
補正レベルを設定します。 
一度押すと「変更リセット（⑰）」に変化します。

⑮ 補正レベル調整 補正レベル（⑬）を変更できます。「◀」で補正レベルを小さく、「▶」で補正レベ
ルを大きくできます。

⑯ 変更リセット 深さの補正レベルを「0」にリセットします。 
補正レベルが設定されているときだけ表示されます。

⑰ 変更リセット 仕上がりの補正レベルを「0」にリセットします。 
補正レベルが設定されているときだけ表示されます。

深さ／仕上がり画面の操作
「同時表示／ OFF」のときの深さモニター、仕上がりモニターの使いかたを確認してください（「深さ画面の操作」
（→ p.30）、「仕上がり画面の操作」（→ p.36）を参照）。

お知らせ
•	 補正レベルの設定は、アプリを終了しても残ります。



45KOBASHI Navi取扱説明書

作業記録の確認（作業記録）

作業記録画面
メインメニューで「作業記録」を押すことで、作業記録を確認することができます。

①

②

④

⑤

⑥

⑧

⑨

③

⑦

⑩

■地図の拡大
　2本の指で広げるように
　動かすと、地図が拡大
　します。
　（ピンチアウト操作）

■地図の縮小
　2本の指を近づけるよう
　に動かすと、地図が縮小
　します。
　（ピンチイン操作）

■地図の移動
　長押ししたまま動かすと、
　地図を動かせます。
　（ドラッグ操作）

No. 名  称 説  明

① 戻る 前の画面に戻ります。

② 開始日 仕上がりを確認したい期間の開始日を指定します。

③ 終了日 仕上がりを確認したい期間の終了日を指定します。

④ 表示する 指定した期間の仕上がりを地図上に表示します。 
※表示に時間がかかることがあります。

⑤ 航空写真 現在地周辺の航空写真画像を表示します。

⑥ 現在地 この画面に移動したときの現在地を表示します。

⑦ 表示例 仕上がりデータの見かたを表示します。

⑧ 仕上がりデータ 過去の仕上がりを色で表示します。 
【仕上がり判定結果】　細かめ：黄色、標準：緑色、粗め：赤色

⑨ 現在地ボタン 現在地（⑥）が画面中央となるように、航空写真（⑤）の位置を移動します。

⑩ 全体表示ボタン 地図上のデータがすべて画面内に収まるように画面を拡大縮小します。

代かき作業の結果を地図上に表示させて確認することができます。
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作業記録の操作
次の条件で作業をすることで、仕上がりデータを取
得することができます。

•	 アプリを起動している

•	 アプリと作業機が接続されている

•	 アプリに位置情報の権限を許可している

•	 車速 1.0 km/h 以上で代かきを行う

お知らせ
•	 データが取得できていないときは、上記条件を

確認し、すべて上記条件を満たすように代かき
作業を行ってください。

•	 位置情報の権限を許可し直す場合、「各種権限
の許可」（→ p.15）を参照してください。

1	「作業記録」を押します。

⇒⇒作業記録設定画面が表示されます。

2	 仕上がりを確認したい期間を指定します。
お知らせ
•	 開始日・終了日ともに、今日の日付が入力

された状態から始まります。

（1）	開始日を押します。

開始日

⇒⇒カレンダーが表示されます。

（2）	カレンダーから仕上がりを確認したい期間の開
始日を選択し、「OK」を押します。

（3）	終了日を押します。

終了日

⇒⇒カレンダーが表示されます。
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（4）	カレンダーから仕上がりを確認したい期間の終
了日を選択し、「OK」を押します。

3	「表示する」を押します。

⇒⇒指定した期間の仕上がりデータが地図上に表示
されます。

お知らせ
•	 表示までに時間がかかることがあります。

•	 接続したことのある作業機のデータを、すべて
表示します。

•	 端末を機種変更した後は、必要なデータをサー
バーからダウンロードするために時間がかかり
ます。

•	 データの取得量が多いと、データ取得中にアプ
リがシステムダウンすることがあります。 
表示させる期間を 7 日以下に区切り、順次表示
させるようにしてください。 
一度表示させたデータについては、早く表示さ
れるようになります。また、アプリがシステム
ダウンしにくくなります。

•	 記録が残っていない場合、位置情報の権限が 
許可されているか確認してください。 
画面をオフにしたり、他のアプリを使ったりし
た場合、位置情報が取得できなくなり、仕上が
りデータが記録されません。

•	 表示されたデータは、ピンチイン、ピンチアウ
トで拡大縮小が可能です。 使
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作業機の状態確認（メンテナンス）

稼働時間画面
アプリと接続されている作業機の稼働時間や動作状態を確認することができます。 
総稼働時間、一時稼働時間はアプリの接続有無に関わらず、作業機に通電した状態で代かき作業を行うことで
積算されます。

お知らせ
•	 アプリと作業機を接続していない状態でこの画面を表示した場合、前回表示した時間が再表示されます。

①

②

④

⑤

⑥

⑦

③

No. 名  称 説  明

① 戻る メインメニューに戻ります。

② 稼働時間タブ この画面では稼働時間タブが選択状態となります。

③ 動作状態タブ 動作状態を表示します。

④ 総稼働時間 総稼働時間を表示します。

⑤ 一時稼働時間 一時稼働時間を表示します。 
この項目はリセット（⑥）を押すことにより、時間を「0」に戻すことができます。

⑥ リセット 一時稼働時間（⑤）をリセットします。

⑦ サポートページを見る 小橋工業株式会社のサポートページをブラウザで開きます。

作業機の状態に関する情報は「メンテナンス」から確認することができます。
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動作状態画面
メインメニューで「メンテナンス」を押すことで、アプリと接続されている作業機の各部動作状態を確認する
ことができます。 

①

②

④

⑤

③

EXレベラ：L

EXレベラ：R

作業機：R 作業機：L

レベラ土寄せ

エプロン加圧

№ 名  称 説  明

① 戻る メインメニューに戻ります。

② 稼働時間タブ 稼働時間を表示します。

③ 動作状態タブ この画面では動作状態タブが選択状態となります。

④ 動作モニター リモコンで作業機を動かしたときの各駆動装置の状態を表示します。

⑤ サポートページを見る 小橋工業株式会社のサポートページをブラウザで開きます。
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動作状態の確認
1	 アプリと作業機を接続します。

•	「アプリと作業機の接続」（→ p.11）を参照し
てください。

2	「メンテナンス」を押します。

⇒⇒稼働時間タブが選択された状態で表示されます。

3	「動作状態」タブを押します。

⇒⇒動作状態画面が表示されます。

お知らせ
•	 アプリと作業機を接続していない状態で、この

画面を表示した場合は次の画面が表示され、こ
の機能を利用できません。「OK」を押してポッ
プアップを消し、「←」を押してメインメニュー
に戻ってください。 
作業機とアプリを接続してから再度、動作状態
画面を表示させてください。
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4	 周囲の安全を確認し、リモコンで確認した
い部位が動くボタンを押して作業機を動か
します。

⇒⇒作業機の動作に合わせて画面の表示が変化しま
す。

お知らせ
•	 各駆動部が「正常」の状態から動作します。動

作中は「判定中」と表示され、正常であれば「正
常」と再度表示されます。

•	 正常でない場合、「要確認」と表示されます。
コネクタの抜けやハーネスの断線などを確認し
てください。

•	 TX-6 はエプロン加圧、およびレベラ土寄せ機能
を搭載しておりません。動作に必要な駆動部品
がないため、「要確認」と表示されますが、問
題ありません。

各駆動部と表示ステータス
実際の作業機の動きも参考にし、作業機の動作状態
の把握に活用してください。

駆動部 動作状態

作業機：L

判定中 正常 要確認 

作業機：R

EX レベラ：L

EX レベラ：R

エプロン加圧

レベラ土寄せ

使
い
か
た
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その他の機能（設定）

深さと仕上がりの同時表示
画面表示設定画面

「設定」で「画面表示設定」を押すと表示されます。 
「深さモニター」と「仕上がりモニター」を同時表示させる場合は、この画面で設定します。

詳細は「同時表示への切替え」（→ p.40）を参照してください。

①

②

③

No. 名  称 説  明

① 戻る 設定に戻ります。

② 同時表示／ ON 深さモニターと仕上がりモニターを同時表示します。

③ 同時表示／ OFF 深さモニターと仕上がりモニターを別画面として表示します。 
※初期状態は「同時表示／ OFF」（③）が選択されています。

お知らせ
•	 画面表示設定は、アプリを終了しても記憶されています。

「設定」からその他の機能を利用することができます。
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端末の機種変更
端末の機種変更などで端末が変わる場合、事前に古
い端末にある作業記録データをアップロードしてお
くことで、引き続き新しい端末でもデータの欠損な
く作業記録を確認することができます。

お知らせ
•	 通常は一定の作業時間ごとに自動でデータを

アップロードしています。

データのアップロード
「設定」で「アップロード」を押すと、端末内にあ

る作業記録データをサーバーにアップロードできま
す。機種変更などで端末が変わる前にアップロード
しておくことで、引き続き新しい端末でも作業記録
を確認することができます。

1	 事前に作業機と端末を接続状態にしておき
ます。

取扱上の注意
•	 作業機と接続せずに進めると、データがアップ

ロードされず、作業記録のデータが欠損します。
必ず作業機と接続した状態でアップロードを
行ってください。

2	「設定」を押します。

⇒⇒設定画面が表示されます。

3	「アップロード」を押します。

⇒⇒アップロード画面が表示されます。

4	「アップロードする」を押します。

⇒⇒アップロードが開始します。

⇒⇒アップロードが完了すると「アップロード完了」
と表示されます。

使
い
か
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5	「OK」を押してアップロード画面に戻ります。

6	「←」を繰返し押して、メインメニューに戻
ります。

お知らせ
•	「アップロード失敗」と表示された場合は、イ

ンターネット接続が安定した環境であることを
確認した上で、再度手順に従って最初からアッ
プロード操作を行ってください。

新しい端末でのデータ確認
「アプリの準備」（→ p.7）を参照し、新しい端末

でアプリのインストールから作業機との接続までを
行ってください。一度作業機と接続すれば、以降は
引き続き「作業記録」で過去の記録を見ることがで
きます。
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作業機のファームウェア更新
作業機のファームウェアを更新することができま
す。新しいファームウェアが公開されるとアプリ 
から通知が届きます。

ファームウェアの更新作業は次の手順で進みます。

①ファームウェア更新の準備

②制御ボックスのファームウェア更新
・制御ボックスとアプリの接続
・バージョン確認
・ファームウェア更新

③リモコンのファームウェア更新
・リモコンとアプリの接続
・バージョン確認
・ファームウェア更新

④リモコンと制御ボックスの再接続

⑤制御ボックスとアプリの再接続

取扱上の注意
•	 ファームウェアの更新は，必ずこの項に記載の

手順に従って行ってください。誤った手順で更
新を行った場合、作業機が動かなくなる恐れが
あります。

ファームウェア更新の準備
以下のとおり、各項目の準備を行ってください。

■ アプリ
•	 アプリが最新のバージョンにアップデートされ

ている

■ 制御ボックス
•	 電源が「ON」になっている

•	 アプリと制御ボックスが接続されている

■ リモコン
•	 電源は「OFF」になっている

お知らせ
•	 上記準備ができていないと、以降の手順を最後

まで実施できないことがあります。
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制御ボックスのファームウェア更新
「ファームウェア更新の準備」（→ p.55）が完了後

に、ファームウェアを更新してください。

1	 アプリと作業機を接続します。
•	「アプリと作業機の接続」（→ p.11）を参照し

てください。

2	「設定」を押します。

⇒⇒設定画面が表示されます。

3	「ファームウェア更新」を押します。

⇒⇒ファームウェア更新画面が表示されます。

お知らせ
•	 制御ボックスと端末の接続ができていないと、
「接続できていません」と表示され、ファーム

ウェア更新ができません。アプリと作業機を接
続してください。詳細は、「アプリと作業機の
接続」（→ p.11）を参照してください。

4	 表示されている内容をよく確認し「更新確
認」を押します。

⇒⇒制御ボックスの更新画面が表示され、ファーム
ウェアバージョンの確認が行われます。
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5	 表示されている内容を確認し、「制御ボック
スを更新」を押します。

⇒⇒制御ボックスのファームウェア更新が始まりま
す（10 分程度かかります）。

■更新に成功した場合

⇒⇒「更新完了」と表示されます。

■更新に失敗した場合

⇒⇒「更新失敗」と表示されます。

•	「最初からやり直す」を押すと、設定画面
が表示されます。手順に従って最初からや
り直してください。

使
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取扱上の注意
•	 更新中は作業機に近づいた状態で行ってくださ

い。距離が離れると接続が不安定になり、ファー
ムウェア更新が失敗することがあります。

•	 更新中は他のアプリを起動しないでください。
電話着信に出たり、新着メールなどを開くこと
も更新中は行わないでください。更新が失敗す
る恐れがあります。

•	 ファームウェア更新中は、端末の「電源」ボタ
ンを押して画面を消灯させないでください。更
新が失敗する恐れがあります。

•	 更新に失敗した場合は、手順に従って最初から
やり直してください。失敗したままだと作業機
を動かせなくなります。必ず成功するまで実施
してください。

お知らせ
•	 制御ボックスのファームウェア更新には 10 分

程度かかることがあります。

•	 制御ボックスのファームウェアがすでに最新
バージョンの場合は以下の画面が表示されま
す。「リモコンと接続」を押してリモコンの更
新に進んでください。

リモコンのファームウェア更新
1	「リモコンと接続」を押します。

⇒⇒リモコンの更新画面が表示されます。

2	 リモコンと端末の接続を行います。
(1)	 表示されている内容に従って、リモコンの電源

を「OFF」、制御ボックスへの通電を「OFF」に
します。
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お知らせ
•	 電源がキー連動であれば、トラクタのエンジン
を切ることで制御ボックスへの通電は「OFF」
となります。

•	 電源がキー連動でない場合は、作業機とトラク
タを接続する電源ハーネスを抜いてください。

(2)	 準備ができたら「次へ」を押します。

(3)	 表示されている内容に従って、リモコンの「ひ
らく」と「とじる」ボタンを押しながら「電源」
ボタンを長押しします。

⇒⇒「電源」ボタンの LEDが点滅し、30 秒だけ端末
と接続できる状態になります。

お知らせ
•	 30 秒を過ぎるとオートパワーオフが働き、リ
モコンの電源が「OFF」になります。その場合
は再度上記操作を行ってください。

•	「電源」ボタンだけを長押ししてリモコンの電
源を「ON」にした場合、端末と接続すること
ができません。リモコンの電源を「OFF」にし
てから、上記操作をやり直してください。なお、
この場合も「電源」ボタン LEDは点滅状態とな
りますので、操作を間違えないようにしてくだ
さい。

(4)	 準備ができたら、速やかに「次へ」を押します。

(5)	 表示されている内容を確認し、
「KOBASHIE21REMOCO」を押します。

⇒⇒接続途中で「Bluetooth ペアリングの要求」が表
示されます。

お知らせ
•	 リモコン LED点滅から 30 秒を過ぎるとオート
パワーオフが働き、リモコンの電源が「OFF」
になります。その場合は前の画面に戻って、再
度接続操作を行ってください。

•	「KOBASHIE21REMOCO」を押したあとに、「接
続できていません」と表示された場合、前の画
面での接続操作が間違っています。前の画面に
戻り、もう一度接続操作を行ってください（「電
源」ボタン長押しで LED点滅させた場合が該当
します）。

•	「KOBASHIE21REMOCO」が 2個以上表示されて
いる場合は、周辺で他のリモコンが電源「ON」
になっています。自身のリモコンを特定するた
めには、周辺に電源「ON」のリモコンがない
環境でやり直してください。

使
い
か
た

そ
の
他
の
機
能
（
設
定
）



60 KOBASHI Navi取扱説明書

(6)	「ペアリング」を押して接続します。

⇒⇒リモコンの更新画面が表示され、ファームウェ
アバージョンの確認が行われます。

お知らせ
•	 ペアリングの要求を「キャンセル」した場合、「リ

モコン接続中」と表示されたままとなり、先に
進まなくなります。 
一度アプリを完全に終了させて起動し直すか、
端末自体を再起動させてください。その後、改
めて最初からファームウェアの更新を行ってく
ださい。 
リモコンとの接続時に再度ペアリングを要求さ
れますので「ペアリング」を選択してください。

3	 表示されている内容を確認し、「リモコンを
更新」を押します。

⇒⇒リモコンのファームウェア更新が始まります 
（10 分程度かかります）。
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お知らせ
•	 更新が始まると、リモコンの電源 LED は消灯し

ます。更新が進むと自動的に点灯状態となりま
す。

•	「更新完了」と表示された場合は手順4に進ん
でください。

•	「更新失敗」と表示された場合は「■更新に失
敗した場合」を参照してください。

4	「再接続手順」を押します。

⇒⇒「リモコンと制御ボックスの再接続」（→ p.62）
に進みます。

お知らせ
•	 この段階ではまだリモコンと制御ボックスは接

続していません。以降の手順に従って、リモコ
ンと制御ボックスを接続してください。

■更新に失敗した場合
「更新失敗」と表示された場合は以下の手順を行っ

てください。

(1)	「やり直す」を押します。

⇒⇒リモコンの接続画面が表示されます。

(2)	「KOBASHIE21REMOCO」を押して接続します。

•	 手順に従い、再度リモコンのファームウェア更
新を行ってください。
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取扱上の注意
•	 更新に失敗した場合は、手順に従ってリモコン

の更新からやり直し、必ず「更新完了」の画面
が表示されるまでファームウェア更新を行って
ください。更新を完了させないと、リモコンと
作業機を接続できず、作業機を動かせなくなり
ます。

•	 誤ってアプリを終了させてしまった場合は、ア
プリと制御ボックスを接続しなおし、最初から
ファームウェア更新を行ってください。

•	 リモコンのファームウェアだけが古いバージョ
ンの場合、ファームウェア更新の通知は発生し
ません。必ず制御ボックスとともに、リモコン
の更新も完了させてください。

お知らせ
•	 リモコンのファームウェアがすでに最新バー

ジョンの場合、以下の画面が表示されます。「再
接続手順」を押して、リモコンと制御ボックス
の接続へと進んでください。

リモコンと制御ボックスの再接続
1	 表示されている内容に従って、リモコンの

電源を「OFF」、制御ボックスへの通電を
「OFF」にします。

お知らせ
•	 電源がキー連動であれば、トラクタのエンジン

を切ることで制御ボックスへの通電は「OFF」
となります。

•	 電源がキー連動でない場合は、作業機とトラク
タを接続する電源ハーネスを抜いてください。

2	「次へ」を押します。



63KOBASHI Navi取扱説明書

3	 表示されている内容に従って、制御ボック
スへの通電を「ON」にします。

•	 制御ボックスへの通電を「ON」にしてから 
1 分以内に手順4を行ってください。

4	 リモコンの「ひらく」と「とじる」ボタン
を押しながら「電源」ボタンを長押しします。

5	「次へ」を押します。

6	 表示されている画像の通り、制御ボックス
とリモコンが接続できていれば「はい」を
押します。

⇒⇒手順7の「スマートフォン内のリモコンペアリ
ング情報の削除 / 解除」の画面へ移動します。

お知らせ
•	「電源」ボタン LED、および「左右選択」ボタ

ン LED が点灯状態となっていればリモコンと制
御ボックスの接続が完了しています。

•	 接続ができていないときは、「いいえ」を押す
と手順1の画面（p.62）が表示されます。再
度手順のとおりにリモコンと制御ボックスの接
続をやり直してください。
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7	 端末の Bluetooth 設定画面から以下のデバ
イスを削除 /解除をします。

•	 デバイス名 
「KOBASHIE21REMOCO」

お知らせ
•	 端末本体の Bluetooth 設定画面から
「KOBASHIE21REMOCO」を削除／解除を行わな

い場合は、次回のファームウェア更新時に端末
とリモコンを接続できず、ファームウェア更新
ができなくなります。必ず削除／解除を行って
ください。

•	 OS ごとの詳細な手順は「リモコンのペアリン
グ情報削除／解除」（→ p.64）を参照してくだ
さい。

8	「完了」を押します。
⇒⇒ファームウェアの更新が完了します。

•	 この時点では端末と制御ボックスとの接続が切
れています。

制御ボックスとアプリの再接続
	 アプリ内メニューの「接続」から、再度接

続をしてアプリの利用を開始します。

お知らせ
•	 端末と制御ボックスを接続しないと、アプリが

利用できません。

•	 制御ボックスの電源を「ON」にしてから接続
操作をしてください。

リモコンのペアリング情報削除／解除
リモコンのペアリング情報削除／解除は OS ごとに
異なります。ご利用の OS をご確認のうえ、以下の
とおりに行ってください。

■ iOS の場合

1	 端末のホーム画面、またはアプリ一覧から
設定アイコンを探して押します。

⇒⇒設定画面が表示されます。

2	「Bluetooth」を押します。

⇒⇒ Bluetooth® 設定画面が表示されます。

3	 リモコンのペアリング情報である
「KOBASHIE21REMOCO」が表示されている
かを確認します。

(a)	 表示されている場合

•	 手順4に進んでください。
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(b)	 表示されていない場合

•	 リモコンのペアリング情報は削除されていま
す。

4	「KOBASHIE21REMOCO」の右端にある「i」
を押します。

⇒⇒「KOBASHIE21REMOCO」の詳細画面が表示され
ます。

5	「このデバイスの登録を解除」を押します。

6	「デバイスの登録を解除」を押します。

⇒⇒「KOBASHIE21REMOCO」のペアリング情報が削
除され、Bluetooth® 設定画面が表示されます。 
作業は完了です。

7	 ホーム画面に戻ります。

■ Android の場合
1	 端末のホーム画面で下に向かって指を滑ら

せます。
⇒⇒通知画面が開きます。

2	「Bluetooth」を長押します。

⇒⇒接続設定画面が表示されます。

3	「すべてを表示」を押します。

⇒⇒保存済みのデバイス画面が表示されます。

4	「KOBASHIE21REMOCO」が表示されている
か確認します。

(a)	 表示されている場合

•	 手順5に進んでください。

(b)	 表示されていない場合

•	 リモコンのペアリング情報は削除 / 解除されて
います。
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5	「KOBASHIE21REMOCO」横のボタンを押し
ます。

⇒⇒デバイスの詳細画面が表示されます。

6	「KOBASHIE21REMOCO」の画面であること
を確認し、「削除」を押します。

7	「このデバイスとのペア設定を解除」を押し
ます。

⇒⇒保存済みのデバイス画面から、
「KOBASHIE21REMOCO」が削除されています。

作業は完了です。

8	 ホーム画面に戻ります。
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症　状 原　因 対　策

初期設定ができ
ない

アプリストアにアプリ
が表示されない

端末の OS バージョンが対
象外 対応した端末を利用してくださ

い。インストールができな
い

端末が GooglePlay ストア
非搭載

Bluetooth® 接続画面に
作業機が表示されない

制御ボックスの電源が
「OFF」

作業機を通電状態にしてくださ
い。

端末の Bluetooth® 設定が
「OFF」になっている

端末の設定から Bluetooth® 設定を
「ON」にしてください。

Bluetooth® 接続画面で
「接続中」となっている

のに、作業をしても代
かきモニターが動かな
い

別の作業機と接続されてい
る

周囲に、小橋工業の通電状態の作
業機（装着した作業機以外）がな
いことを確認した上で、手順どお
り最初から接続を行ってくださ
い。

アプリが接続できない

初回起動時に発生す
る「"KOBASHI Navi" で
Bluetooth デバイスを探す
ことを許可しますか？」に
て「許可しない」を選んだ

この取扱説明書を参考に、端末の 
設定からアプリに対して
Bluetooth® 利用の許可を行ってく
ださい。

Bluetooth® 接続画面で作
業機を選んだときに発生す
る「Bluetooth ペアリング
の要求 /"KOBASHIE21BOX"
がお使いの iPhone へのペ
アリングを求めています。」
にて「キャンセル」を選ん
だ

アプリを終了させる、もしくは端
末を再起動させる、また作業機も
電源を入れ直してください。その
後手順に従って再度接続を行う
と、Bluetooth® ペアリングの許可
を求められます。「ペアリングす
る」を選ぶことで、接続手順を進
めることができます。

接続できない 自動接続されない

最後に接続した作業機が通
電された状態で周囲にいな
い

最後に接続した作業機を通電状態
にした状態でアプリを起動してく
ださい。

接続したい作業機が、「最
後に接続した作業機」では
ない

自動接続は「最後に接続した作業
機」に対して働きます。接続した
い作業機が「最後に接続した作業
機」ではない場合、接続画面から
再度接続してください。

端末の Bluetooth® 設定が
「OFF」になっている

端末の設定から Bluetooth® 設定を
「ON」にしてください。

アプリに対して
Bluetooth® のアクセス権
限が「許可しない」となっ
ている

iOS であれば「Bluetooth」権限、
Android であれば「デバイスの接
続」権限を許可してください。

トラブルシューティング
このアプリの操作がうまくいかない場合は、販売店にご連絡いただく前に下記項目を確認してください。
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症　状 原　因 対　策

接続できない

「Bluetooth 接続」画面
で作業機が表示されな
い

制御ボックスの電源が
「OFF」

作業機を通電状態にしてくださ
い。

端末の Bluetooth® 設定が
「OFF」になっている

端末の設定から Bluetooth® 設定を
「ON」にしてください。

アプリに対して
Bluetooth® のアクセス権
限が「許可しない」となっ
ている

iOS であれば「Bluetooth」権限、
Android であれば「デバイスの接
続」権限を許可してください。

他の端末とすでに接続され
ている

作業機と接続できる端末は 1台だ
けです。すでに接続されている端
末で、「接続」画面から接続を切
断してください。

「Bluetooth 接続」画面
で複数の作業機が表示
され、どれを選べばい
いか分からない。

接続したい作業機以外の
アプリ対応作業機が電源
「ON」の状態で周囲にある

周囲に、小橋工業の通電状態の作
業機（装着した作業機以外）がな
いことを確認した上で、手順どお
り最初から接続を行ってくださ
い。
もしくは、「接続ボタン」の固有
IDと制御ボックスの 8桁の S/N を
参照してください。

OSの Bluetooth® 接続
画面から作業機に繋げ
ようとしたがうまく動
かない。

アプリ内の接続機能を利用
していない

接続に関する操作はアプリ内で行
います。アプリメインメニューの
「接続」から接続してください。

「接続されていません」
と表示される

作業機と接続していない状
態で、接続が必須な機能を
利用しようとした（代かき
モニター、メンテナンス、
ファームウェア更新、アッ
プロード）

作業機を接続してから利用してく
ださい。

接続が頻繁に切れる、
接続できない

電波塔や高圧電線などの、
強力な電波を発するものが
周辺にある

周囲に強力な電波を発するものが
ある場合は、電波干渉を受けて接
続が不安定になることがありま
す。そういった場所からは離れて
使用してください。

自身の作業機以外の
Bluetooth® 製品と端末が
接続している

接続している他の Bluetooth® 製品
が原因で、自身の作業機とアプリ
の接続が安定しないことがありま
す。その場合は、他の Bluetooth®
製品との接続を切ってから使用し
てください。

ファームウェア更新後
にアプリとの接続が切
れている

リモコンのファームウェア
更新時に作業機との接続は
一度切断される

制御ボックスを通電させた上で、
メインメニューの「接続」から再
度接続してください。
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症　状 原　因 対　策

代かきモニター
（深さ）

メーター、数値が動か
ない

作業機との接続が不安定

アプリと作業機の接続が途切れる
と、メーターの動きが停止します。
端末と作業機との間に遮蔽物がな
いか、作業機との距離が離れすぎ
ていないかを確認してください。
端末を作業機に近付けると、接続
が安定します。

ポテンショメーターの破損 ポテンショメーターを交換してく
ださい。

ポテンショメーターまでの
ハーネスの断線

制御ボックスを交換してくださ
い。

「基準変更」を押しても、
メーター中央で動くよ
うに補正レベルが設定
されない

作業機を上げた状態で「基
準変更」を押している

目標とする代かき深さとなったと
きに、作業機を上げずに「基準変
更」を押してください。作業機を
上げて設定すると、エプロンが下
がった状態に対して補正レベルが
設定されてしまいます。

「基準変更」を押したタイ
ミングで実作業の深さが変
化した

「変更リセット」を押して補正レ
ベルをリセットした上で、再度目
標とする深さのときに「基準変更」
を押してください。

「◀」もしくは「▶」を押して、
補正レベルを目標とする状態とな
るように微調整してください。

用意してある補正レベルで
は補正しきれないほど浅い
もしくは深い状態で設定し
ようとしている。

補正の許容値を超えており、補正
しきれない状態です。数値やメー
ターの位置を基準に利用してくだ
さい。

「基準変更」を押しても、
補正レベルが「0」と表
示され、変化しない。

現在の深さに対し、補正し
た結果が補正レベル「0」
だった

補正レベルを変更する必要がない
程度の深さであれば、補正レベル
は「0」のままで変化しません。 
このまま使用してください。

代かきモニター
（仕上がり）

メーター、数値が動か
ない 作業をせず、停止している

代かき作業中に再度ご確認くださ
い。 
仕上がりモニターはレベラの動き
を検知して圃場の凹凸を数値化し
ます。作業をしていないときはレ
ベラが動かず、仕上がりの数値や
メーターは、ほとんど動かなくな
ります。

必
要
に
応
じ
て

ト
ラ
ブ
ル
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ



70 KOBASHI Navi取扱説明書

症　状 原　因 対　策

代かきモニター
（仕上がり）

メーター、数値が動か
ない

作業機との接続が不安定

アプリと作業機の接続が途切れる
と、メーターの動きが停止します。
端末と作業機との間に遮蔽物がな
いか、作業機との距離が離れすぎ
ていないかを確認してください。
端末を作業機に近付けると、接続
が安定します。

ポテンショメーターの破損 ポテンショメーターを交換してく
ださい。

ポテンショメーターまでの
ハーネスの断線

制御ボックスを交換してくださ
い。

メーターや数値は動く
が、背景色が変化しな
い

車速が 1.0 km/h 以下で代
かきを行った

車速 1.0 km/h 以上の速度で作業を
行ってください。それより遅いと、
データを取得しません。

「判定変更」を押しても、
メーター中央で動くよ
うに補正レベルが設定
されない

作業停止中に「判定変更」
を押している

目標とする仕上がりとなったとき
に、作業を止めずに「判定変更」
を押してください。停止すると凹
凸を検知しているレベラの動きが
止まり、異なった補正レベルが設
定されてしまいます。

「判定変更」を押したタイ
ミングで仕上がりが急に変
化した

「変更リセット」を押して補正レ
ベルをリセットした上で、再度目
標とする仕上がりのときに「判定
変更」を押してください。

「◀」もしくは「▶」を押して、
補正レベルを目標とする状態とな
るように微調整してください。

用意してある補正レベルで
は補正しきれないほど仕上
がりが細かい、もしくは粗
い状態で設定しようとして
いる

補正の許容値を超えており、補正
しきれない状態です。数値やメー
ターの位置を基準に利用してくだ
さい。

「判定変更」を押しても、
補正レベルが「0」と表
示され、変化しない。

現在の仕上がりに対し、補
正した結果が補正レベル

「0」だった

補正レベルを変更する必要がない
程度の仕上がりであれば、補正レ
ベルは「0」のままで変化しません。 
このまま使用してください。

作業記録
作業した箇所とは違う
ところにデータが表示
される

位置情報の受信が難しい環
境で作業をしたときのデー
タ（電波塔周辺、建物のす
ぐ近く、山すそなど）

位置情報を受信しやすい、開けた
場所で使用してください。 
端末に搭載されている GPS の精度
によってバラつきが出ます。



71KOBASHI Navi取扱説明書

症　状 原　因 対　策

作業記録

作業した箇所とは違う
ところにデータが表示
される

他の作業機のデータが表示
されている

過去に他の作業機とアプリを接続
したことがある場合、それらの作
業機のデータはすべて表示される
仕様です。 
データをアップロードした上で、
一度アンインストールすること
で、接続情報をリセットできます。
アプリを再インストールしてデー
タを見たい作業機と接続すること
で、その他の作業機のデータは表
示されなくなります。

データが記録されてい
ない

アプリを接続せずに代かき
作業を行った

アプリを接続して代かき作業を
行ってください。

アプリに位置情報の権限を
「常に許可」としていない
（iOS）

アプリに位置情報の権限を「常に
許可」としてください。

端末の位置情報機能が
「OFF」になっている

端末の位置情報機能を「ON」にし
てください。

車速が 1.0 km/h 以下で代
かきを行った

車速 1.0 km/h 以上の速度で作業を
行ってください。それより遅いと、
データを取得しません。

代かき作業中に作業機から
離れるなどして接続が切
れ、そのまま作業に復帰し
た

作業を再開するときには、接続さ
れているかを確認した上で作業を
行ってください。

データの表示が遅い 7 日以上の期間を表示させ
ようとしている

7 日未満の期間で指定して表示さ
せてみてください。 
7 日以上の期間を一度に表示させ
るとき、表示に数分かかることが
あります。一度確認した期間の
データについては、次回から表示
が早くなります。

作業記録画面に入れな
い

インターネットに接続され
ていない

インターネットに接続できる環境
でアプリを利用してください。地
図表示やデータ取得に必須となり
ます。

メンテナンス
代かき作業をしている
のに総稼働時間が進ま
ない／進みが遅い

深さ用のポテンショメー
ターの故障

ポテンショメーターを交換してく
ださい。

ポテンショメーターまでの
ハーネスの断線

制御ボックスを交換してくださ
い。

深さ用ポテンショメーター
未搭載モデルでの利用 

（TX-6）

シロカキモニタキット（オプショ
ン）を装着すると、総稼働時間が
積算されるようになります。
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症　状 原　因 対　策

メンテナンス

代かき作業をしている
のに総稼働時間が進ま
ない／進みが遅い

代かき深さが極端に浅い 深めにして代かきを行ってくださ
い。

土質が軽い、水が多いなど
の理由で、極端にエプロン
の動きが少ない

該当する圃場では総稼働時間が進
みにくいことがあります。

作業機と電源接続されてお
らず、制御ボックスが通電
していない状態で作業をし
ている

作業機と電源接続し、制御ボック
スが通電している状態で作業をし
てください。

総稼働時間の表示更新周期
よりも早いタイミングで表
示を確認している

少し時間を空けてから総稼働時間
を確認してください、総稼働時間
の表示更新には 10 分程度かかる
ことがあります。

「8 時から 10 時まで作業し
たから、2 時間進む」とい
う計算時間と総稼働時間を
比較している

総稼働時間は、作業機を上げた状
態の時間は作業時間としてカウン
トしません。旋回時などに作業機
を持ち上げた時間の分だけ、単純
計算時と比較すると時間が短くな
る傾向にあります。

アプリを接続していな
いのに総稼働時間が進
んでいる

総稼働時間は作業機側で積
算している

アプリの接続に関わらず、作業機
側で総稼働時間は積算されていき
ます。

動作状態で「要確認」
となる

電装駆動部が接続されてい
ない

製品として最初から接続されてい
ない電装駆動部は「要確認」と表
示される仕様です。

制御ボックスから電装駆動
部までが断線、もしくはコ
ネクタが抜けている

コネクタ抜けであれば、コネクタ
を接続してください。 
断線であれば、該当部品を交換し
てください。

制御ボックスから電装駆動
部までのコネクタの端子が
接触不良となっている

作業機の電源を「OFF」にした状
態で、端子部に接点復活材を使用
する、もしくはコネクタの抜き差
しをしてください。

通知が届かない

稼働時間がオイル交換
のタイミングとなって
も、それを知らせる通
知が表示されない

アプリに対して「通知」の
権限を許可していない

端末の設定から「通知」の権限を
許可してください。

新しいファームウェア
が公開されているはず
なのに、それを知らせ
る通知が表示されない

インターネットに接続され
ていない

インターネットに接続できる環境
でアプリを利用してください。



73KOBASHI Navi取扱説明書

症　状 原　因 対　策

端末の機種変更

新しい端末にアプリを
インストールして作業
記録を見たところ、表
示されていないデータ
がある

古い端末のアプリにアップ
ロードされていないデータ
が残っている

古い端末のアプリでデータのアッ
プロードを行ってください。サー
バーを経由して新しい端末にすべ
ての作業記録データを表示させる
ことができます。

アップロードに
失敗する

古い端末でデータを
アップロードしたが、
失敗する

インターネットの接続状態
が悪い

インターネットの接続状態が良い
ところで再度アップロードを行っ
てください。

アップロード中に他のアプ
リを起動した（電話に出る、
SMS を利用するを含む）

アップロード中は画面をそのまま
に、他のアプリを起動せずお待ち
ください。アプリがバックグラウ
ンドに入ると、アップロードを中
止するように作られています。

作業機と接続していない状
態でアップロード操作をし
ている

作業機と接続した状態でアップ
ロードを行ってください。

ファームウェア
の更新

ファームウェアの更新
画面に入れない／「接
続できません」と表示
される

インターネットの接続状態
が悪い

インターネットの接続状態が良い
ところで利用してください。

作業機とアプリが接続され
ていない

作業機とアプリを接続した状態で
利用してください。

制御ボックスの更新に
失敗する

インターネットの接続状態
が悪い

インターネットの接続状態が良い
ところで利用してください。手順
に従って再度ファームウェア更新
を行い、成功となるまで続けてく
ださい。

作業機とアプリの接続が切
れている

作業機とアプリの接続が安定した
状態で利用してください。特にな
るべく作業機から離れないように
してください。手順に従って再度
ファームウェア更新を行い、成功
となるまで続けてください。

更新中に他のアプリを起動
させた（電話に出る、SMS
を利用するを含む）

ファームウェアの更新中に他のア
プリを起動させる、ホームに戻る
などをすると、更新が失敗となる
ことがあります。手順に従って、
再度ファームウェア更新を行い、
成功となるまで続けてください。

リモコンの更新に失敗
する

インターネットの接続状態
が悪い

インターネットの接続状態が良い
ところで利用してください。手順
に従って再度ファームウェア更新
を行い、成功となるまで続けてく
ださい。
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症　状 原　因 対　策

ファームウェア
の更新

リモコンの更新に失敗
する

リモコンとアプリの接続が
切れている

リモコンとアプリはなるべく近づ
けて、接続が安定した状態で更新
作業を行ってください。手順に
従って再度ファームウェア更新を
行い、成功となるまで続けてくだ
さい。

更新中に他のアプリを起動
させた（電話に出る、SMS
を利用するを含む）

ファームウェアの更新中に他のア
プリを起動させる、ホームに戻る
などをすると、更新が失敗となる
ことがあります。手順に従って、
再度ファームウェア更新を行い、
成功となるまで続けてください。

リモコンの更新を始め
るときに、アプリとリ
モコンを接続できない

端末の Bluetooth® の設
定のペアリング情報に、

「KOBASHIE21REMOCO」
がある

一度でもファームウェア更新でア
プリとリモコンを接続すると、端
末に追加されます。

【前回リモコンのファームウェア
更新に成功している場合】
端末の Bluetooth® 設定画面から、 
デバイス名

「KOBASHIE21REMOCO」を削除／
解除してください。その後、手順
どおりにファームウェアの更新を
行ってください。

【前回リモコンのファームウェア
更新に失敗している場合】
Bluetooth® 設定画面にあるデバイ
ス名「KOBASHIE21REMOCO」は
そのままにして、ファームウェア
更新を進めてください。自動的に
接続します。

制御ボックスの電源を
「OFF」にしていない

アプリとリモコンを接続する操作
をするときには、事前に制御ボッ
クスの電源を「OFF」にしてくだ
さい。リモコンがアプリと接続す
る前に、制御ボックスと接続して
しまいます。

リモコンをペアリングモー
ドにしていない

リモコンを「OFF」の状態で、「ひ
らく」と「とじる」を同時押しし
ながらリモコンの電源を「ON」に
してください。ペアリングモード
に入り、リモコンの接続画面に表
示されます。
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症　状 原　因 対　策

ファームウェア
の更新

リモコンの更新に失敗
し、再度更新作業を行
おうとしたが、ファー
ムウェア更新画面に入
れない。

制御ボックスとアプリの接
続がされていない

リモコンの更新に失敗した場合
は、すぐにリモコンの更新をやり
直せる画面に移動します。そのま
ま必ずリモコンの更新が成功する
までファームウェア更新を続けて
ください。

万が一アプリを終了させるなどし
た場合は、再度制御ボックスと
アプリを接続させた状態にして、
ファームウェア更新を手順どおり
最初から進めてください。

ファームウェアの更新
後、リモコンを操作し
ても作業機を動かせな
い。

制御ボックス、リモコンの
いずれか一方のファーム
ウェア更新が完了していな
い。

ファームウェア更新はリモコンと
制御ボックスの両方を更新する必
要があります。両方を更新しない
場合、リモコンと制御ボックスが
接続できないことがあります。
また接続できたとしても、想定外
の動きをする可能性がありますの
で、必ず両方のファームウェア更
新を完了（成功）させてください。

ファームウェア更新後にリ
モコンと制御ボックスの再
接続作業を行っていない

作業機の『取扱説明書』、もしく
はこの取扱説明書に従い、リモコ
ンと制御ボックスをペアリングさ
せてから使用してください。 必

要
に
応
じ
て

ト
ラ
ブ
ル
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ






